
　
一
月
十
五
日

　
七
時
半
屋
上
に
上
り
、
台
所
の
生
ゴ
ミ
を
埋
め
る
。
快
晴
で
あ
る
。
屋
上

を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
考
え
る
。
八
時
半
バ
ス
で
成
城
学
園
へ
。
向
ヶ
丘

遊
園
で
待
ち
合
わ
せ
。
野
田
氏
と
共
に
現
場
へ
。
修
正
箇
所
を
打
ち
合
わ
せ
。

十
時
四
十
分
修
了
。
新
宿
で
昼
飯
を
簡
単
に
す
ま
せ
十
二
時
前
新
大
久
保
。

百
人
町
の
竹
内
ビ
ル
を
見
る
。
竹
内
さ
ん
の
希
望
も
う
か
が
う
。
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
候
補
で
あ
る
。
十
二
時
半
了
。
十
三
時
教
室
会
議
。
十
四
時
三
好
シ

ュ
タ
ー
ク
さ
ん
相
談
。

　
指
扇
の
家
の
件
で
Ｇ
Ａ
に
電
話
す
る
。
二
川
幸
夫
が
見
て
「
わ
か
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
、
直
接
二
川
氏
と
話
す
。
「
わ
か
ら
な

い
」
と
言
う
の
は
二
川
さ
ん
の
場
合
「
キ
ラ
イ
」
と
言
う
事
。
何
言
っ
て
や

が
る
と
思
っ
た
が
、
こ
の
人
の
言
う
事
に
は
耳
を
傾
け
た
方
が
得
な
事
も
知

り
抜
い
て
い
る
の
で
、
と
り
敢
え
ず
引
き
下
が
っ
た
。
千
三
百
万
円
の
ロ
ー

コ
ス
ト
住
宅
だ
か
ら
な
ん
て
理
屈
は
二
川
幸
夫
に
は
通
じ
な
い
。
仕
方
な
い
、

こ
の
タ
イ
プ
の
モ
ノ
を
幾
つ
か
続
け
て
見
返
し
て
や
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

思
い
付
き
で
私
が
動
く
ワ
ケ
、
ネ
ェ
ー
だ
ろ
う
と
、
マ
、
今
日
の
と
こ
ろ
は

独
人
つ
ぶ
や
い
て
お
こ
う
。
木
造
で
「
幻
庵
」
や
っ
て
み
せ
た
ん
だ
け
れ
ど
、

随
所
に
素
人
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
露
出
し
て
る
の
も
、
計
算
づ
く
な
ん
だ

が
・
・
・
・
・
マ
、
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
イ
ヤ
な
事
言
っ
て
く
れ

る
人
も
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
十
七
時
幸
脇
さ
ん
夫
妻
、
講
談
社
園
部
氏
来
室
。
軽
井
沢
の
家
の
相
談
。

十
八
時
四
〇
分
了
。
い
さ
さ
か
の
雑
用
。
二
十
一
時
世
田
谷
村
。
室
内
原
稿
。

書
き
切
れ
ず
二
十
三
時
過
、
仮
眠
の
つ
も
り
が
眠
っ
て
し
ま
う
。

　
一
月
十
六
日

　
六
時
前
起
床
。
四
十
五
分
原
稿
書
き
上
げ
て
室
内
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
る
。
又
、

編
集
部
長
井
に
迷
惑
か
け
て
し
ま
っ
た
が
、
マ
ア
マ
ア
の
出
来
だ
と
思
う
。

上
海
と
五
百
万
ハ
ウ
ス
の
事
を
書
い
た
。
九
時
過
杏
林
病
院
。
事
故
か
ら
一

ヶ
月
経
っ
た
の
で
放
射
線
科
で
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
る
。
装
置
の
中
で
ウ
ト
ウ
ト

す
る
。
色
ん
な
音
が
身
体
に
入
り
込
ん
で
く
る
感
じ
。
大
宇
宙
っ
て
い
う
の

も
こ
ん
な
感
じ
な
の
か
な
。
無
意
識
と
宇
宙
は
連
が
っ
て
い
る
の
か
ね
。
今
、

会
計
受
付
で
所
在
無
い
待
ち
時
間
の
中
に
居
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
病

院
は
大
繁
盛
だ
。
十
三
時
前
、
新
大
久
保
で
立
喰
い
ソ
バ
食
べ
て
研
究
室
に

戻
る
。
貧
し
い
人
生
だ
ナ
ァ
。
立
喰
い
な
が
ら
、
そ
う
思
う
。

　
一
月
十
七
日

　
今
、
九
時
四
十
五
分
。
広
島
行
き
の
飛
行
機
の
中
。
昨
日
の
メ
モ
を
記
し

て
い
る
。
夕
刻
、
十
六
時
東
大
鈴
木
博
之
研
究
室
。
東
大
出
版
会
の
全
十
巻

の
建
築
史
の
件
。
私
の
役
目
は
第
十
巻
の
「
現
代
」
の
と
り
ま
と
め
な
の
だ

が
、
そ
の
役
割
は
と
う
に
鈴
木
博
之
に
お
ん
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
自
分

の
「
何
を
も
っ
て
現
代
と
す
る
か
」
の
原
稿
を
書
く
だ
け
の
事
な
ん
だ
が
、

こ
れ
が
仲
々
難
し
い
。
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
と
続
い
て
く
る

わ
け
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
区
分
、
つ
ま
り
近
世
と
近
代
、
古
代
、
中
世

の
区
分
と
比
較
す
れ
ば
誰
の
目
に
も
近
代
と
現
代
の
区
分
が
最
も
あ
い
ま
い

で
、
あ
い
ま
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
無
い
の
で
あ
り
、
そ
の
無
い
モ
ノ
を
書

く
の
だ
か
ら
難
し
い
。
人
類
に
と
っ
て
未
来
は
決
し
て
希
望
に
満
ち
た
も
の

で
は
な
い
。
今
に
連
な
る
近
代
は
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
「
不
安
」
も

又
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
「
不
安
」
の
先
に
、
そ
れ
で
も
何
か
希
望
が
あ
る
の

か
を
展
す
る
、
そ
の
展
望
自
体
を
「
現
代
」
と
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
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か
。
昨
日
杏
林
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
磁
場
カ
プ
セ
ル
の
中
に
突
込
ま
れ
、
脳
の

輪
切
り
映
像
を
と
っ
て
い
る
時
に
聞
い
た
音
。
ブ
ー
ン
、
ブ
ー
ン
、
ト
ゥ
ル

ル
ル
ル
、
キ
ー
ン
、
キ
ー
ン
と
い
う
奴
。
ア
レ
は
実
に
妙
な
音
で
あ
っ
た
。

脳
に
障
害
が
あ
る
や
無
し
や
を
検
索
す
る
音
、
現
代
の
技
術
の
音
で
あ
る
。

不
安
な
音
で
も
あ
る
が
妙
に
大
宇
宙
に
浮
い
て
い
る
よ
う
な
、
脳
は
小
宇
宙

の
意
識
、
不
意
識
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
処
だ
か
ら
、
そ
の
脳
の
中
に
分
け

入
る
と
、
そ
こ
に
大
宇
宙
が
拡
が
っ
て
い
る
と
い
う
様
な
感
じ
。
ガ
ス
ト

ン
・
バ
ラ
シ
ュ
ー
ル
の
大
と
小
、
外
と
内
の
弁
証
法
は
詩
的
直
観
の
中
に
あ

る
と
言
う
よ
り
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
と
い

う
感
じ
か
な
。
自
分
で
も
よ
く
解
っ
て
い
な
い
事
を
書
い
て
い
る
が
、
要
す

る
に
、
た
と
え
ば
宮
沢
賢
治
が
沢
山
の
擬
音
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
、
彼
の

脳
の
内
的
風
景
は
今
や
「
不
安
」
を
模
索
す
る
、
人
体
内
へ
の
探
検
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
表
現
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
想
像
力
は
現
実
に
超
え
ら
れ

続
け
て
い
る
。

　
昨
夜
は
又
、
難
波
和
彦
主
催
の
技
術
と
歴
史
研
究
会
の
第
一
回
の
集
ま
り

だ
っ
た
。
東
大
の
松
村
秀
一
先
生
の
話
を
聞
い
た
。
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ャ
ロ
ー

の
ダ
ル
サ
ス
邸
。
ア
ル
バ
ー
ト
・
フ
レ
イ
の
ア
ル
ミ
住
宅
。
バ
ッ
キ
ー
・
フ

ラ
ー
の
ウ
ィ
チ
タ
・
ハ
ウ
ス
と
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
・
ハ
ウ
ス
＃
　
・
ピ
エ

ー
ル
・
コ
ー
ニ
グ
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｈ
Ｌ
邸
（
一
九
五
九
年
）
の
松
村
的
解
釈
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
技
術
と
い
う
現
実
を
介
し
て
、
近
代
の
表
現
の
意
味
を

探
る
、
と
い
っ
た
趣
が
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
は
最
良
の
歴
史
家
の
仕
事
に
通

じ
る
。

　
今
、
十
時
四
〇
分
、
飛
行
機
は
広
島
空
港
に
降
下
を
始
め
た
。
眼
下
は
雲

景
色
。
一
℃
ら
し
い
。
空
港
よ
り
一
時
間
二
〇
分
程
車
で
移
動
。
中
国
山
脈

の
坦
々
た
る
山
並
み
を
抜
け
て
岩
国
市
へ
。
十
二
時
過
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

着
。
デ
ッ
カ
イ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
会
場
。
十
三
時
半
石
井
俊
一
氏
の

「
空
港
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
続
い
て
講
演
。
「
市
民
運
動
と
ま
ち
づ
く
り
」

市
役
所
総
合
政
策
部
の
重
野
課
長
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
。
岩
国
市
長
井
原

勝
介
氏
に
も
お
目
に
か
か
る
。
十
六
時
頃
修
了
。
広
島
空
港
に
走
る
。
十
八

時
十
分
の
　
便
が
あ
っ
て
、
今
待
合
ロ
ビ
ー
で
メ
モ
を
記
し
て
い
る
。
全
く

広
島
で
時
間
の
ア
キ
が
な
く
、
上
海
ス
タ
ジ
オ
の
木
本
君
に
は
会
う
事
が
出

来
な
か
っ
た
。
今
度
、
福
岡
の
用
事
の
際
に
は
岩
国
に
寄
っ
て
み
る
つ
も
り
。

二
十
一
時
前
新
宿
で
連
絡
事
項
沖
縄
行
の
チ
ケ
ッ
ト
受
け
取
り
只
今
京
王
線

車
中
。
長
い
一
日
で
あ
っ
た
。
千
歳
烏
山
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
た

ら
小
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
た
。
小
雪
の
中
を
世
田
谷
村
に
戻
る
。
東
京
で
は

初
雪
だ
な
。
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